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平成１９年第４回小金井市教育委員会協議会議事日程 

平成１９年４月１０日（火） 
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日程 議          題 

第２ 議案第１４号 
「小金井市子ども読書活動推進計画」の実施状況につい

ての陳情書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 -３- 

開会 午後１時３１分 

 

伊東委員長   教育委員会協議会を開会する。 

 「小金井市子ども読書活動推進計画」の実施状況についての陳情

について、陳情者の発言をお願いする。 

 ここで委員長から発言者にお願いがある。発言内容については、

記録を作成し、発言された全文が委員会記録とともに公開されるの

で、ご承知くださるようお願いする。したがって、個人のプライバ

シーを侵すおそれや、個人の名誉や尊厳を傷つけるような発言はし

ないよう、十分ご配慮をお願いする。そのような発言があった場合

には、発言を制止し、記録を削除、訂正することもあるので、あら

かじめご承知おき願う。 

 なお、発言時間は１５分以内ということで、よろしくお願いする。 

 なお、発言者は、小金井市中町二丁目２０番１４号、岩井さんで

ある。よろしくお願いする。 

 

陳情者     改めて、皆さん、小金井の教育のために頑張っていただき、本当

にご苦労さまである。 

 きょうは、子ども読書推進計画を、ここにおいでになっている方

は少ないと思うが、３年前に、市民と行政、教育委員会とでつくっ

た、それで３年経ったと。その結果を古屋図書館長のほうから、去

年の９月と１１月に読書推進計画の進捗状況として発表された。 

読書活動推進計画は平成１６年３月に制定され、４月から実施と

なっている。それで、市政の主役は市民であるという、いわゆる市

民参加条例を見たら、市民の参加とは協働だと、まず一緒になって

やっていくんだと。もう一つは、市民参画というか、参加というか、

要するに、計画の段階から市民が参加するという一つの見本という

か、小金井市が始まって以来、初めて市民と一緒になってつくった

一つの施策ではなかったのかと、それが、子ども読書活動推進計画

というふうに私は思った。 

 本当に行政の人たちも一緒になって随分、こんなことを本当にで

きるのかなという心配をしながらも、我慢するというのか、あるい

は住民と一緒になってやっていくことを重視したというのか、そう

いう点で非常に頑張っていただいて、そしてつくったのが、小金井

市子ども読書活動推進計画である。それまで八王子ができて、足立
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ができて、３番目か４番目ごろ、小金井が都内では先進的な形でで

きたわけである。それが、例えば、この前も調布の図書館に見学に

行ったときに、調布は去年つくったといから、小金井市より２年後

ぐらいになっているが、調布の図書館長さんや担当者の人たちが、

大変参考になってよかったと。三鷹の図書館に行ったときにも、大

変参考になってよかったと。調布も三鷹もみんな小金井の図書館よ

り先進である。そんな意味で、大変充実した内容の読書活動推進計

画だったと、小金井市民として自負したわけである。 

 それで、３年経ち、去年の８月と、１１月の２回にわたり、子ど

も読書推進計画の進捗状況が示された。お手元に出している資料の、

３枚の後ろのほうにあるのが、１１月分である。これは私が拡大し

ているものであるから、皆さんのほうは小さいやつであるが、一番

おしまいのところに、３枚分の図書館長がつくった資料がある。そ

れをみんなしてああだこうだと読み、５項目についてお願いしてい

こうと。 

 時間がないので、すぐそのまま項目に入るが、陳情の１ページに、

推進協力者の立場から私たちは物を考えているというふうに、趣旨

の最後のほうに書いてあるが、推進協力者というのは具体的にはど

ういうことなんだといって、前に読み聞かせ活動を子どもたちにし

て、ボランティア活動をやっているとか、あるいはおはなし会をや

っているとか、そういったようなことを含めて、具体的に市民がど

のようにこの計画に参加するかということを、できるだけ多くして

いこうというふうに、私たちは具体的にやってきた。 

 そうした中で、一昨年、図書館長さんから、図書館の見直しとい

うか、小金井市の図書館のあり方というか、そういった答申が出さ

れるわけである。そのときに、一番最初に申し上げた協働と参加の

問題が出てくる。こういうふうに言っている。平成１７年６月１５

日に、小杉山会長さんから古屋図書館長に答申している。その答申

の中身の一番最初であるが、生涯学習時代の文化の拠点となる図書

館の役割や運営改善等について、本協議会の意見を述べるが、図書

館長及び図書館職員は、これを市民の声として真摯に受けとめ、市

民が図書館を利用しやすくするために最大限の努力をすべきであ

るというふうに、初めに書いている。そういう気持ちは全くそのと

おりであって、私たち市民も同感した。 

 そして、図書館の管理運営体制の見直し、あるいは改善、そうい
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った面で、ア、イ、ウ、エとあり、イの中に、「子ども読書活動推

進計画」に基づくサービスの充実という項目がある。その項目の中

に、図書館自身が子どもたちに対してきめ細かなサービスをしてい

くこと、市立小中学校図書館との連携が何よりも大切であるという

ふうに指摘して、そして、地域読書活動の活性化というので、ア、

イ、ウで、地域の読書活動団体との事業連携として、平日の読み聞

かせ、障害者向けの点訳、市報の録音などが行われていると。そう

いったことを十分にやりながら、市民との協働の視点から、各種講

座、講演会、読み聞かせ会等の場を積極的に提供する必要があると、

こういうようなことが全部子どもの読書活動推進計画には書かれ

ているわけである。それを、より具体的にやっていこうという答申

が１７年に出されたわけである。 

 そういう状況、裏打ちがされている中で、さっきから申し上げた、

第２回提出新旧変更分という資料である。これが３枚のやつである。

小金井市子ども読書活動推進計画の目標年度を見ると、例えば、１、

家庭・地域、ア、子どもの読書の必要性と推進のためのＰＲという

のがある。ＰＲというのはどんなことをするんだということで、こ

こに書いてあることを確かめてみた。これが最初の子ども読書活動

計画の原本である。これに書いてあるのを見るとこうなっている。

８ページに、第３章、小金井市子ども読書活動推進のための取り組

みの中の第２項に、市の取り組みとあって、市報・ホームページ等

を通じ、子ども読書活動の必要性と推進のためのＰＲを行うと。市

ホームページを見ると、読書活動推進計画の中身がずっと出ていた。

今も出ていると思うが、そうやっている。ところが、この３年間に、

市報にこのことが出たか出なかったかを確かめてもらった。そうし

たら、出ていないみたいなんだと、まだはっきりしないのである。

私たちもこの点についてはうっかりしていた。申し訳なかった。私

なんかが何で気がつかなかったかと思い、反省している。 

 そんな中で、市報に１回も載っていないことは非常に残念だった

と考えて、お願いすることにしたのが、第１項の、市報で、「読書

活動推進計画」を計画的にＰＲするために、下記のことも参考にし

て、積極的に取り組むようにしてくださいということを、図書館協

議会のほうに検討してくださいということをお願いすることにな

るわけであるが、それが第１点である。 

 時間がないので、例えば、読書の日、４月である、今月である。
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幾日か知っている人、いるかとやると、ほとんどわからない。４月

２３日、何々小学校、何々小学校、何々小学校と、３校電話してみ

た。そうしたら、どこも掲示板には読書の日と書いていなかったと

いう状況であった。であるから、ＰＲがどんなに大事なことかとい

うことの一つの裏打ちになると思う。 

 第２の、児童室の蔵書構成を、「読書推進計画」が実施できるよ

うに、抜本的な充実を図るために、以下のことを検討してください

と。ここで資料の本文の４ページを見てもらいたい。４ページを見

ると、小・中学校図書館の図書購入の決算額、市立児童室の決算額

が、例えば、１７年度分で言うと、小学校が４７７万３,０００円、

中学校が５５６万８,０００円、市立児童室が８４５万３,０００円

となっている。そういうような予算の使い方で、どれだけの蔵書が

構成されているかということである。 

 それで、確かめてみると、この施策の本文を見ると、施策項目ア

に、図書費の増額・配架の見直し、そういうふうに書いてあり、魅

力ある子どもの蔵書構成を図るため、図書費の増額及び配架の見直

しを図ると。図書館児童室も……。 

 

伊東委員長   岩井先生、あと１分ぐらいなので、ひとつよろしくお願いする。 

 

陳情者     本当だ。 

 

伊東委員長   済まない。 

 

陳情者     済まない。 

 簡単に言うと、要するに、小金井の学校図書館にも、それから市

立図書館にも、子どもが情報活動をするための資料や、学ぶための

資料が非常に古くなっている、それから、ないのが大部分だと。な

ぜかといえば、児童室にも学校図書館にも文学以外は本当にわずか

しかない、そういう実態が市教委の資料で明らかになっている。こ

れは市教委が悪いとか、学校が悪いとか、図書館が悪いとか、そう

いう問題ではない。つまり、子どもたちにこういう資料を図書館で

整備しようということが、お互いに今の情報化時代だとか、フィン

ランドの学力テスト世界１位じゃないが、読書の、地域のほうがど

んなに必要かということがわかっていないので、それが一番の原因
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だと思うが……。 

 

伊東委員長   済まない。これで１５分経過したので、打ち切る。短くて大変済

まない。よろしくお願いする。 

 

陳情者     委員長さん、済まない。というわけで、子ども読書推進計画の５

項目についてこれからもどうぞよろしくお願いする。 

 

伊東委員長   休憩する。陳述者の発言を終了させていただく。 

 

閉会 午後１時５０分 


